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北
海
道
・
三
陸
・
福
島
の
復
興
を
応
援
す
る
「
ホ
タ
テ
祭
り
」

が
一
一
月
三
○
日
と
一
二
月
一
日
の
両
日
、
東
京
・
Ｊ
Ｒ
新
橋

駅
西
口
Ｓ
Ｌ
広
場
で
開
催
さ
れ
た
。
二
日
間
の「
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
！
」
と
題
す
る
同
イ
ベ
ン
ト
の
会
期
初
日
に
は
、
グ
ル
ー

プ
総
力
を
挙
げ
て
国
産
水
産
品
の
消
費
拡
大
に
努
め
る
東
京
電

力
の
小
早
川
智
明
社
長
が
駆
け
つ
け
、
出
店
ブ
ー
ス
で
の
試
食

や
、「
殻
付
き
ホ
タ
テ
の
浜
焼
き
」
の
調
理
・
販
売
に
当
た
っ
た
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
発
生
す
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海

洋
放
出
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
三
ヶ
月
が
経
過
し
た
が
、
中
国
に

よ
る
日
本
産
水
産
物
の
輸
入
停
止
措
置
の
影
響
は
深
刻
で
、
中

国
向
け
の
水
産
物
の
輸
出
額
が
前
年
同
月
を
九
○
％
余
り
下
回

る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

特
に
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
北
海
道
・
三
陸

産
ホ
タ
テ
の
消
費
拡
大

を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
福
島
県
産
の
魚
介
類

「
常
磐
も
の
」
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
や
、
地
酒
・
地

ビ
ー
ル
な
ど
を
提
供
し

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
後
押
し
す
る
の
が
ね
ら
い
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
近
隣
の
商
業
施
設
「
ニ
ュ
ー
新
橋
ビ
ル
」
や

新
橋
二
丁
目
烏
森
町
会
も
協
力
。
周
辺
は
、
ホ
タ
テ
の
他
、
カ

ニ
味
噌
甲
羅
焼
、
ポ
ー
ポ
ー
焼
き
（
サ
ン
マ
の
す
り
身
に
味
噌

と
薬
味
を
混
ぜ
て
団
子
に
し
た
漁
師
飯
）
な
ど
、
香
ば
し
さ
が

漂
い
、
人
気
の
ブ
ー
ス
に
は
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
と
な
り
、
多

く
の
仕
事
帰
り
の
人
た
ち
が
立
寄
り
賑
わ
っ
た
。
入
場
無
料
。

一
二
月
一
日
の
午
後
八
時
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

　

な
お
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
ら
は
一
二
月
一
日
、
こ

れ
ま
で
主
に
中
国
で
な
さ
れ
て
き
た
ホ
タ
テ
の
加
工
作
業
を
、

ベ
ト
ナ
ム
で
実
施
す
る
な
ど
の
新
た
な
支
援
策
を
発
表
し
た
。

こ
れ
ま
で
中
国
で
殻
む
き
加
工
が
な
さ
れ
て
か
ら
米
国
に
輸
出

さ
れ
て
い
た
ホ
タ
テ
に
つ
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
等
で
殻
む
き
加
工

を
行
っ
て
米
国
に
輸
出
す
る
ル
ー
ト
の
構
築
を
進
め
て
お
り
、

農
林
水
産
省
は
先
月
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
水
産
加
工
施
設
で
、
輸

出
に
必
要
な
衛
生
条
件
を
満
た
す
か
ど
う
か
の
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
一
二
月
上
旬
に
は
ベ
ト
ナ
ム
で
商
談
を
希
望
す
る
事
業

者
の
募
集
を
開
始
し
て
い
る
ほ
か
、
販
路
拡
大
に
向
け
、
福
島

県
や
北
海
道
な
ど
の
産
地
に
海
外
バ
イ
ヤ
ー
を
招
き
、
商
談
の

場
を
設
け
る
こ
と
も
計
画
中
で
あ
る
。
宮
下
農
水
大
臣
は
、
国

内
の
消
費
も
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
中
国
な
ど
に
よ
る
禁

輸
措
置
の
ダ
メ
ー
ジ
を
乗
り
越
え
つ
つ
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
地
を
発

祥
と
す
る
飲
食
物
（
そ
の
四
）
を
紹
介
し
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
で

は
春
先
に
は
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
（
独
語
：
我
が
国
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
）
が
人
気
と
な
る
が
、
こ
れ
は
ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
や
貴
族
階

級
で
は
、
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
が
豪
華
な
食
材
と
し
て
重
宝
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か

け
て
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
宮
廷
で
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
影
響

が
強
ま
り
、
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
は
王
室
や
貴
族
た
ち
の
食
卓
に
よ

く
登
場
し
た
。
特
に
、
春
に
な
る
と
贅
沢
な
宴
会
や
晩
餐
会
で

シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
料
理
が
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、シ
ュ

パ
ー
ゲ
ル
は
風
味
豊
か
で
あ
り
、、
春
先
に
は
新
鮮
で
柔
ら
か
い

も
の
が
手
に
入
る
た
め
、
一
般
の
人
々
に
も
広
く
親
し
ま
れ
る

よ
う
に
な
り
、
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
が
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
食

材
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
の
食
文
化
に
根
付
い
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
は
、
南
欧
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
原

産
地
と
い
わ
れ
て
お
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
か
ら
栽
培
さ
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
が
っ
た
。
日
本
の
よ
う
に
緑
色
の
も
あ
る
が
、

ウ
ィ
ー
ン
で
は
白
色
の
方
が
メ
ジ
ャ
ー
。
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ

は
光
合
成
に
よ
っ
て
緑
色
に
な
る
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
は
、

芽
に
土
を
か
ぶ
せ
た
り
遮
光
フ
ィ
ル
ム
で
ハ
ウ
ス
を
覆
う
な
ど
、

日
光
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
育
て
る
た
め
乳
白
色
に
な
る
。
栽

培
方
法
が
違
う
だ
け
で
同
じ
品
種
。
皮
を
む
い
て
た
っ
ぷ
り
の

お
湯
で
茹
で
、
ソ
ー
ス
・
ホ
ラ
ン
デ
ー
ス
を
か
け
て
食
べ
る
の

が
基
本
。
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
市
場
で
新
鮮

な
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
が
豊
富
に
提
供
さ
れ
、
地
元
の
人
々
や
観
光

客
が
楽
し
ん
で
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
の
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
専
門

店
マ
ル
ヒ
フ
ェ
ル
ダ
ー
ホ
ー
フ
に
は
、
前
ロ
ー
マ
法
王
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
二
世
、
カ
ラ
ヤ
ン
や
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
テ
イ
ラ
ー
な
ど
、

著
名
な
来
店
者
の
名
前
が
プ
レ
ー
ト
に
彫
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
の
食
文
化
を
代
表
す
る
京
野
菜
の
中
で
も
九
条

ね
ぎ
の
歴
史
は
最
も
古
く
、
和
銅
四
年
（
七
一
一
年
）、
稲
荷
神

社
が
建
立
さ
れ
た
と
き
に
、
現
在
の
伏
見
区
深
草
の
地
で
、
浪

速（
現
大
阪
）由
来
の
原
種
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

「
続
日
本
後
紀
」
と
い
う
歴
史
書
で
は
、
平
安
朝
前
期
承
和
年
代

（
八
三
四
～
八
四
八
年
）
に
九
条
村
で
水
葱
を
栽
培
し
た
と
の
記

録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
京
の
都
は
、
北
か
ら
南
に
ゆ
る
や
か
に

傾
斜
し
て
お
り
、
都
の
南
部
に
位
置
す
る
九
条
付
近
に
、
野
菜

生
産
に
適
し
た
有
機
物
に
富
ん
だ
土
壌
が
堆
積
し
て
い
る
。
こ

の
九
条
付
近
で
、
品
質
の
良
い
ね
ぎ
が
栽
培
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

九
条
ね
ぎ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
弘
法
大
師
が
東
寺
付

近
で
大
蛇
に
追
い
か
け
ら
れ
、
ね
ぎ
畑
に
隠
れ
て
難
を
逃
れ
ら

れ
た
と
の
逸
話
が
あ
り
、
付
近
の
農
家
で
は
、
弘
法
大
師
の
縁

日
で
あ
る
二
一
日
に
は
、
ね
ぎ
を
食
べ
る
こ
と
を
遠
慮
す
る
と

い
う
風
習
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本
来
、
九
条
ね
ぎ
は
、
秋
に

播
種
し
、
春
に
仮
植
す
る
。
夏
に
い
っ
た
ん
掘
り
あ
げ
て
干
し

ね
ぎ
（
ね
ぎ
苗
）
と
し
、
そ
れ
を
晩
夏
に
定
植
し
て
、
秋
冬
に

収
穫
を
行
う
ま
で
一
年
以
上
の
期
間
を
か
け
て
露
地
で
栽
培
さ

れ
る
。
近
年
は
、
周
年
を
通
じ
た
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
移
植
や
直
播
に
よ
る
栽
培
も
増
加
し

て
い
る
。
京
都
市
か
ら
京
都
市
以
南
の
地
域
で
栽
培
が
盛
ん
だ

が
、
ハ
ウ
ス
栽
培
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、
京
都
府
内
全
域
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
。
青
ね
ぎ
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
九
条
ね
ぎ

は
、
や
わ
ら
か
く
甘
み
の
あ
る
美
し
い
緑
の
葉
が
ま
っ
す
ぐ
に

伸
び
、
冬
に
は
糖
分
が
ゼ
リ
ー
状
と
な
っ
て
葉
身
内
部
に
蓄
積

し
、
さ
ら
に
甘
み
を
増
す
。
九
条
ね
ぎ
は
、
大
変
香
り
が
良
い

こ
と
か
ら
、
鍋
物
や
煮
物
、
ぬ
た
、
ね
ぎ
焼
き
を
は
じ
め
、
う

ど
ん
や
そ
う
め
ん
、
ラ
ー
メ
ン
の
薬
味
等

で
も
手
軽
に
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー
ン
赴

任
時
に
春
先
は
ス
ー
パ
ー
で
シ
ュ
パ
ー
ゲ

ル
を
買
っ
て
家
内
の
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ

た
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル

を
美
味
し
く
い
た
だ
い
た
。
九
条
ね
ぎ
は
京
都
在
住
時
に
は
、

鴨
ね
ぎ
や
す
き
焼
な
ど
で
独
特
の
味
わ
い
を
楽
し
ん
だ
。
今
月

も
両
地
が
発
祥
と
さ
れ
る
飲
食
物
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た

幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
典
型
的
な
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
料
理
の
写
真

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　

  

■ 

杉
本
純  

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 
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ウ
ィ
ー
ン

 

と

 

京
都    
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